
 

 
 
 

 
 
 
 

   

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

    

  

   

    

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１８５ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口 TEL 922-2461） 

人 口 14,057 世帯数 7,012  

令和６年 7 月 1 日現在 

 

８月号 

 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

日 時：８月３日（土）１８：００～２１：００ 

場 所：大歳地域交流センター前駐車場 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 
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１日（木） 燃やせないごみの日 

３日（土） 第３８回おおとし夏まつり（18：00～21：00） 

７日（水） 母子相談 

９日（金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１７日（土） みんなの広場（13：30～15：30） 

１８日（日） 第３回カローリング大会（９:３0～12:00） 

１９日（月） 金属・小型家電製品の日 

 

２１日(水)  びん・缶の日 

２２日(木)  健康チェック・健康相談会（受付 １０：００～１１：００） 

２３日（金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

２６日（月） 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

３０日（金） 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※８月のパソコン相談は中止 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

【大歳地区８月の行事予定】 
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陶の正護寺を訪ねて ~史談会マイクロツーリズム記~ 
 

 去る 6/17、史談会メンバーで陶地区の「正護寺」見学に行きました。梅雨入り前の曇り空のもと、ふるさ

と陶史楽会の副会⾧さんによるご案内を受けながら正護寺および陶地区周辺の歴史を学びました。 

 陶の地名は、奈良時代を中心に須恵（すえ）器の生産地として陶業で栄えたことに由来するといわれます。

この地に舘を構えた陶氏 2 代の弘政が延文年間（1356~60）、祈願所としてここ正護寺を創建したというこ

とです。 

まずお目にかかったのは、こちらのご本尊である釈迦三尊「宝冠釈迦

如来座像」及び両脇侍像です。令和 5 年 1 月、山口市の有形文化財に指

定されました。その造形の素晴らしさから高名な仏師の作ではないかと

考えられていましたが、2021 年に専門家による調査が行われ、南北朝

時代の仏師院什の作と判明しその文化的価値が証明されました。ふっく

らと優しい表情が参拝者のこころに安らぎを与えてくださいます。1569

年に起きた「大内輝弘の乱」でこのお寺が焼かれた際、寺僧がこのご本

尊を前の池に投げ込んで守ったという言い伝えもあります。また、県有

形文化財（昭和 41 年指定）の「木造薬師如来座像」もこちらに安置さ

れており、大ぶりな造りの表情や服のしわの細かさなどに平安時代初期

の作であろう特徴がよく表れています。カヤの木の一木造りでどっしり

と構えたお姿からは、1000 年以上昔から陶地域を見守り続けておられるであろう「お薬師さま」の風格を感

じました。 

ところで、「大内輝弘の乱」で焼失した正護寺は江戸時代初期に再興されますが、住職不在の時代が続き

ました。木造薬師如来座像がもとおられた陶糸根の光明寺は廃寺となりましたが、ご本尊は居場所を転々と

しながらも元のお姿を大きく損壊することなく残りました。その間この仏様が自分たちを守ってくださると

信じ、守り続けた陶の村人の思いはいかなるものであったでしょうか。 

 また境内および墓地には陶晴賢の分骨塔、『小郡宰判』最後の代官北川清助の墓所、儒学者で吉田松陰に

影響を与えた人物としても名高い富永有隣の招魂碑などがあり、陶ゆかりの人々の功績が伝わる場所でもあ

ります。このほかにも正護寺周辺では、古代から幕末維新の頃に至るまで陶地域ゆかりの史跡を見ることが

できますが、到底ここに全てを掲載しきれませんので、興味を持たれた方は山口市教委文化財保護課ホーム

ページ「山口市の歴史文化資源」🔍など参照されるとよいかと思います。 

大歳地域交流センターから陶地区まで車で約 20 分。約 2 時間（移動時間含む）の充実した見学会となりま

した。コロナ禍で「マイクロツーリズム」が話題となりましたが、山口市内や大歳地区内でも、まだまだ訪

れたことのない名所旧跡や美しい自然景観が近くにあることでしょ

う。近年は各地区で看板やマップが製作され、ホームページでも紹介

されていますので、近くにどんなスポットがあるかを調べて巡ってみ

るのは楽しいことと思います。大歳地区内でもまだ行ったことのない

場所があれば、史跡看板などを手がかりに訪れてみてください。幼い

頃に近所を探検して廻った日々のように、「こんな近くにこんな素晴

らしい場所があったのか」という感動がよみがえると思います。史談

会でもそれらを伝える活動を今後とも続けていきたいと思います。 

(大歳史談会 文責・竹田暁子) 

参考資料：「陶氏と正護寺」（陶連合自治会） 

 
見学の様子（正護寺境内） 

 
宝冠釈迦如来座像（正護寺本尊） 

画像提供：陶連合自治会 


